
令 和 ４ 年 度  第 ２ 回 み え 森 と 緑 の 県 民 税 評 価 委 員 会  事 項 書  

日 時：令和４年８月 29 日（月）13：30 ～16：30 

場 所：アスト津 ４階 アストホール 

 

１  開  会  

２  あ い さ つ  

３  議  事  

（１） 令 和 ３ 年 度 み え 森 と 緑 の 県 民 税 基 金 事 業 の 評 価  

（２） み え 森 と 緑 の 県 民 税 条 例 の 施 行 の 状 況 に つ い て の 検 討  

４  評 価 報 告 （ 答 申 ）  

５  そ の 他  

（ １ ） 令 和 ４ 年 度 み え 森 と 緑 の 県 民 税 基 金 事 業 計 画 の 報 告  
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令和４年度第１回みえ森と緑の県民税評価委員会におけるご意見 

 

１． 令和３年度みえ森と緑の県民税基金事業の実績に対するご意見 

（１）生物多様性推進事業（県） 

・経費の明細や事業の目的・成果等について、市町の見本となるよう

にしっかりと記載してほしい。 

（２）森林教育体制整備事業及びみえ森づくりサポートセンター運営事業

（県） 

・事業の達成度について、目標数値等も示しながら、明確となるよう

努めてほしい。 

・各種講座で育成した森林教育の指導者等について、その後どのよう

に活動されているのか、どのように活躍の場を確保するのかなど、

フォローアップする仕組が必要である。 

（３）名張市 

・無形民俗文化財保全事業については、事業の趣旨や成果をしっかり

と情報発信してほしい。 

・子どもから年配の方まで、いろんな年代の方が関わる事業内容であ

るなど、市町交付金を有効に活用しているので、こうした取組が他

の市町に共有されるよう取り組んでほしい。 

（４）菰野町 

・別添「委員会当日の意見に対する回答」のとおり 

 

２． みえ森と緑の県民税基金事業に関する報告事項に対するご意見 

（１）県民税認知度の調査結果に対するご意見 

・高校生の年代にも情報が届く仕組が必要である。 

（２）三重の森林づくりに関する県民意識調査に対するご意見 

・調査票の分かりやすさ等について、次回の調査があればもう少し工

夫してほしい。 
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３． みえ森と緑の県民税基金事業全般に対するご意見 

・県民税導入からある程度の期間が経過し、税自体の普及の時期は終わる頃

だと感じており、特に、木製品の導入等については、森林とのつながりに

ついても発信することが必要である。 

 

４． その他 

・十分な議論ができるよう、時間配分について検討してほしい。 
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評価委員会当日の意見に対する回答 

（菰野富士ふるさとの山環境整備事業） 

 

（１）橋の床板の安全性について、明確な根拠を示したうえで説明してほしい。 

  ※耐用人数などがわかりやすい数値と現地での表示の意向（方針）含む 

 

（回答） 

立体横断施設技術基準（国土交通省）に基づき、群衆荷重として 5.0KN（１KN

＝102kgf）/m2 以上で設計されており、成人男性の体重を 70kg とした場合、1m2

あたり 7人程度の載荷を想定したものとなっております。 

 また、床板については、曲げ応力で約 8倍、せん断応力で約 70 倍の余裕を持

っております。 

通常想定される通行量に対しては、十分な安全性を確保しており、常時、掲示

を行う必要はないと考えております。 

 

なお、床板についてはラスコジャパン社製の再生木材（プラスチックと木粉の

混合）を使用していることを申し添えます。 

 

 

（２）橋の手すりの安全性について、明確な根拠を示したうえで説明してほしい。 

※耐用人数などがわかりやすい数値と現地での表示の意向（方針）含む 

 

（回答） 

自然公園等施設技術指針（環境省）及び防護柵の設置基準（国土交通省）に基

づき、最上部にかかる水平荷重が 0.39KN/m（40kgf/m）時において、塑性変形し

ないものとして設計されており、部材については、曲げ応力で約 2倍、せん断応

力で約 5倍の余裕を持っております。 

 なお、成人男性が前向きに寄り掛かった場合の荷重を 20kgf（日本アルミ手摺

工業会調べ）とした場合、1m あたり 2人が限度と想定されます。 

構造については、十分な安全性を確保していますが、利用者が手すりに寄りか

かったり身を乗り出すといった、遊歩道の通常利用の範囲を超えた部分につき

ましては、安全利用に関する注意喚起を行う掲示を設置し、利用者の安全確保に

努めます。 
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（３）多数の集客が見込まれる場合は通行者数を制限するとのことだが、何人以

上で制限を実施するのか 

 

（回答） 

前述の計算結果を考慮すると、同時に橋の上を通行できる人数は、橋長 40m の

箇所において最大８０名となりますが、２倍の安全率を考慮して、４０名としま

す。 

現時点では、菰野富士を活用した大規模イベント等の具体的な開催予定はあ

りませんが、今後開催する場合においては、開催期間や集客見込み数に応じ、運

営主体や警備会社等と協議を行い、密にならない程度での利用及び乗り越えや

手すりへのもたれかかりなどの行為も含め、通行時の安全確保に努めてまいり

ます。 

また、橋の構造基準や通行人数等の表示、車いす利用者への注意喚起を実施す

るなど、利用者の安全確保に努めます。 

 

 

（４）これまでに数千万円かけて整備している。バリアフリー化の全体像を示し

たうえで、今後どのように整備に取り組んでいくのか説明してほしい。 

また、木道はメンテナンスを怠るとすぐに朽ちるという点をふまえて、今後ど

のような方針で施設を維持し、観光利用を考えているのか。指摘を受けたから途

中で止めるということではなく、これをどう完成させて使うのか教えてほしい。 

 

（回答） 

平成 29 年度からみえ森と緑の県民税を活用し、菰野富士ふるさとの山環境整

備事業を進め、バリアフリー木道 177ｍの整備を行いました（総事業費 98,286

千円うち市町交付金額 54,039 千円）。令和３年度工事において既設歩道と接続

させることにより、これまでに整備した木道工の全区間の供用を開始し、健常者

の方は、木道部分と既設歩道を使って周遊可能になるとともに、車いすの方など

も、木道部分の往復が可能となりました。 

今回採用した木道は、紫外線や雨などの湿気にも強く、腐朽の心配が少ない部

材を使用しており、屋外構造物として必要な耐久性を有していますが、委員会で

ご指摘の通り、維持管理については大変重要であると考えております。隣接する

駐車場と併せて、定期的に当町職員による見回りを行うとともに、利用者が異常

を発見した際に連絡が入るように、安全看板に記載を行い、危険個所の早期発見

及び早急な対応に努めます。 
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また、今後は、菰野富士を活動エリアとする４企業による企業の森活動と併せ

て、森林教育活動の拠点としての活用を図り、利用者に対して制度や施設への理

解を深めていただけるよう普及啓発に取り組みたいと考えています。 

なお、今後の菰野富士及びバリアフリー化を含む周辺のさらなる環境整備に

ついては、これまで整備を行った、みえ森と緑の県民税を活用していない箇所も

含めて、改めて町で議論を進めていく予定です。 

また、町のみえ森と緑の県民税基金の活用計画では、これまでに積み立てた基

金を活用して、令和５年度に本事業に取り組む計画となっていますが、議論の結

果をふまえて、基金活用計画についても再度検討する予定です。検討の結果、み

え森と緑の県民税を活用して、さらなる整備に取り組むこととした場合には、県

の事前ヒアリング（１２月）において、事業の全体計画を明確に示して承認を得

るとともに、直近の評価委員会においてその内容を報告させていただきます。 

 

 

（５）施設整備の効果をどのようにはかっていくのか。 

 

 

（回答） 

供用開始から３カ月程が経過しましたが、コロナ禍による軽登山ブームもあ

り晴天時には多くの登山客が訪れ、新たな登山ルートとしての認知が進んでい

ることを実感しています。ＧＷ時には隣接駐車場の利用台数をカウントするた

め１日１回駐車台数の観測を行い、最大で 24 台の利用を確認しました。駐車場

利用者が全員遊歩道を活用しているとは限りませんが、みえ森と緑の県民税を

活用した遊歩道があるという認知にはつながっていると考えています。 

なお、引き続き、施設の使用状況の把握に努めるとともに、利用者へのアンケ

ート調査なども検討します。 

また、現在は新型コロナウイルス感染症の影響のため、県外からの企業の森活

動が一部制限されている状況ですが、感染状況を見極めながら、周辺森林の整備

活動と併せ、菰野富士のＰＲに繋がるイベント等を企画し、施設整備の効果をよ

り高めるよう努めてまいります。 

 

 

（６）令和３年度の施工箇所について、車いすの方はそこでＵターンするのであ

れば、スロープ（木道工）で施工する必要はなかったのではないか。健常者の周

遊を考えるのであれば、階段で十分だったのでは。 
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（回答） 

令和２年度までに完成した区間には傾斜がついており、終点部において車い

すを安全に転回することができないため、令和３年度施工箇所において、車いす

が安全に転回できる水平箇所を確保する必要がありました。 

 なお、平面で車いすが回転しやすい寸法として 1.8m が推奨（国土交通省 バ

リアフリー施設の整備基準）されており、これに基づき、車いすが回転しやすく、

車いす同士がすれ違えるようなスペースを確保するため、水平を確保した木道

工（幅員 2.0m）により既設歩道と接続しました。 

 

 

（７）木道工の単価について、諸経費が高すぎるように感じる。 

 

 

（回答） 

諸経費率については、「土木工事工事費積算要領及び基準の運用（国交省）」の

「公園工事」を使用しています。 

 

 

（８）受益者数について、昨年は 255 万人→今回は 6万 5千人となった理由は？ 

 

 

（回答） 

2019 年の新名神高速道路菰野インターチェンジの開通を受け、町全体を観光

地として魅力アップを図ることを目的とした事業の一環として整備を行ってお

り、当初は菰野町全体の観光入込客数を受益者数としておりました。 

評価委員会の指摘を受け、令和３年度より受益者数を菰野町全体での入込客

数ではなく、菰野富士周辺地域を対象とした入込客数に見直しを行いました。 

 

 

（９）木道工の構造を決定する設計段階で、どれだけの利用者が来ることを想定

したのか。 

 

（回答） 

設計段階では、利用者は 4万人を想定しており、木道の構造については、前述

のとおり、各種基準に基づき安全性に配慮して設計しています。 
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注意喚起掲示 設置状況 
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日にち 曜日 時間 天気 台数

4月23日 土 10:00 晴れ 9

4月24日 日 10:30 雨 2

4月29日 金 10:30 雨 2

9:10 晴れ 6

12:00 晴れ 9

5月1日 日 10:15 雨 0

10:15 晴れ 9

14:00 晴れ 7

5月3日 火 9:30 晴れ 7

5月4日 水 8:15 晴れ 5

5月5日 木 11:00 晴れ 24

11:15 曇り 12

15:15 曇り 5

9:00 曇り 3

11:30 晴れ 9

5月8日 日 11:30 晴れ 14

5月9日 月 15:45 雨 3

5月10日 火 10:30 曇り 3

※〇は休日

普通車８台、大型バス１台（目的不明）

普通車９台

車７台

車５台

車２台、軽トラック１台

車２２台、軽トラ２台

車１２台

車３台

車１３台、バス１台（静岡県の高校の山岳

部バスで御在所登山中のため待機）

車３台

車５台
5月6日 金

5月7日 土

菰野富士駐車場利用状況調査（令和４年度・ゴールデンウィーク期間中）

備考

普通車６台、バイク１台

4月30日 土

5月2日 月

車９台

普通車９台

普通車１台、軽トラ１台

普通車２台

普通車６台
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